
患者ロボットを使用した、多様な患者の移送スキルの学習 

 現在、病院での高齢者や患者の看護にあたっては、経験豊富な看護師が重要な役割を果たして

いる。多くの統計によると、学校での実習が不足しており看護学生が患者の看護経験を積む機会

がほとんどない。実習不足への対処方法として、多くの研究者が教育用シミュレータを提案して

いる。しかし、提案されているシミュレータのほとんどは単一タイプの患者しか再現できないた

め、多様な患者について学習することは難しい。また、学生の学習効果は測定されていない。そ

こで本研究では、看護学生が患者の移動能力を習得するために 2 種類の患者を模した患者ロボッ

トを開発し、その学習効果を評価することを目的とする。 

 この研究では、患者の日常生活維持のために重要な動作であり看護師と患者の間の協力が必要

な、患者の移送スキルの改善を目標とした。看護学校の教員との議論に基づいて、「腕の負傷によ

り痛みを感じている患者」「片麻痺患者」の 2 種類の患者を対象とした。前者は怪我による痛覚、

後者は運動障害に関連している。看護学生の学習効果を観察するため、体幹と四肢からなる患者

ロボットを開発し、看護学生を対象(n=4)として、事前テスト、患者ロボットでの練習、事後テス

トからなる実験を行った。学生は、事前・事後テストでは 2 種類の疾患を持つ患者に対して実験

を実施し、患者ロボットでの練習では両者について 3 回ずつ練習した。テストの評価のため、看

護教材および看護教師の臨床体験を参考にして看護学生が患者ロボットに対して行う動作につい

てチェックリストを作成し、そのチェックリストに基づいて、熟練看護師がビデオで記録した事

前・事後テストにおける学生の動作を評価した。 
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Figure 1. 患者ロボットの設計の詳細 

 


